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１　

は
じ
め
に

エ
ゾ
シ
カ
は
、
明
治
の
初
め
に
乱
獲
や
大
雪
な
ど

の
影
響
で
、
一
時
は
絶
滅
寸
前
に
な
っ
た
が
、
そ
の

後
の
保
護
政
策
な
ど
に
よ
り
、
こ
こ
30
年
ほ
ど
で
そ

の
数
は
急
増
し
、
平
成
25
年
度
の
推
定
生
息
数
は
、

道
内
全
体
で
約
56
万
頭
と
な
っ
て
い
る
。

増
え
す
ぎ
た
エ
ゾ
シ
カ
に
よ
り
、
畑
が
荒
ら
さ
れ

る
な
ど
の
深
刻
な
農
林
業
被
害
が
発
生
す
る
と
と
も

に
、
樹
皮
や
希
少
植
物
を
食
べ
て
し
ま
う
な
ど
、
自

然
環
境
に
も
悪
影
響
を
与
え
て
い
る
ほ
か
、
自
動
車

や
列
車
と
の
衝
突
事
故
も
多
発
し
て
お
り
、
私
た
ち

の
暮
ら
し
に
様
々
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

全
道
に
広
が
る
こ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
に

は
、
増
え
す
ぎ
た
エ
ゾ
シ
カ
を
捕
獲
し
て
、
数
を
適

正
な
水
準
で
維
持
・
管
理
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

ま
た
、
捕
獲
す
る
だ
け
で
な
く
、
エ
ゾ
シ
カ
を
固

有
の
資
源
と
し
て
有
効
活
用
し
て
い
く
こ
と
も
大
切

で
あ
る
。

こ
う
し
た
中
、
道
で
は
、
エ
ゾ
シ
カ
対
策
を
総
合

的
、
計
画
的
に
進
め
る
こ
と
で
、
私
た
ち
と
エ
ゾ
シ

カ
と
の
適
切
な
関
係
を
築
き
、
地
域
社
会
の
健
全
な

発
展
に
寄
与
す
る
た
め
、
平
成
26
年
３
月
に
特
定
の

野
生
生
物
の
総
合
的
な
対
策
を
定
め
た
条
例
と
し
て

は
、
都
道
府
県
で
は
全
国
初
と
な
る
「
北
海
道
エ
ゾ

シ
カ
対
策
推
進
条
例
」（
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。）

を
制
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

２　

エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る 

農
林
業
被
害

ま
ず
、
エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
北
海

道
の
農
林
業
被
害
に
つ
い
て
で
あ

る
が
、
平
成
16
年
度
に
は
約
28
億

円
ま
で
減
少
し
た
が
、
そ
の
後
は

増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、

ピ
ー
ク
時
に
は
約
64
億
円
に
ま
で
達
し
た
。
平
成
24

年
度
以
降
は
減
少
し
、
平
成
25
年
度
は
約
56
億
円
と

な
っ
て
い
る
（
図
１
参
照
。）。

地
域
別
に
見
る
と
、
東
部
地
域
（
オ
ホ
ー
ツ
ク
・

十
勝
・
釧
路
・
根
室
）、
西
部
地
域
（
石
狩
・
空
知
・

上
川
・
留
萌
・
宗
谷
・
胆
振
・
日
高
）
と
も
に
、
近

年
ま
で
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
東
部
地
域
に
お
い

て
は
平
成
25
年
度
で
約
４
億
円
減
少
、
西
部
地
域
に

お
い
て
は
約
３
億
円
減
少（
い
ず
れ
も
対
前
年
度
比
）

し
て
い
る
。
し
か
し
、
釧
路
・
根
室
・
日
高
を
は
じ

め
、
多
く
の
地
域
で
依
然
と
し
て
被
害
は
深
刻
な
状

況
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
南
部
地
域
（
渡
島
・
檜
山
・
後
志
）
は
、

全
体
か
ら
見
た
場
合
は
１
％
に
満
た
な
い
額
で
あ
る

が
、
平
成
19
年
度
か
ら
被
害
は
急
増
し
つ
つ
あ
る
。

次
に
、
作
物
別
の
被
害
状
況
は
、
牧
草
が
半
分
以

上
を
占
め
て
お
り
、
次
に
ビ
ー
ト
、
水
稲
、
ば
れ
い

し
ょ
、
デ
ン
ト
コ
ー
ン
、
小
麦
の
順
と
な
っ
て
い
る

【条例制定の事例】
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　北海道では、エゾシカ対策を総合的かつ計画的に推進し、もって人とエゾシカとの適
切な関係を築き、地域社会の健全な発展に寄与することを目的とし「北海道エゾシカ対
策推進条例」を制定した（条例第７号として、平成26年３月28日公布。平成26年４月
１日施行。）。野生鳥獣について総合的な対策をとる条例は全国初。農林業被害が深刻と
なっているエゾシカの生息頭数を狩猟や捕獲などで調整し、食肉など有効活用を目指す。

北海道環境生活部環境局
エゾシカ対策課主幹

大野　哲弘



自治体法務研究 2015・夏◆ 38

（
図
２
参
照
）。

な
お
、
林
業
の
被
害
額

は
全
体
の
約
３
％
程
度
と

な
っ
て
い
る
が
、
金
額
に

表
す
こ
と
の
で
き
な
い
被

害
も
少
な
く
な
い
と
考
え

ら
れ
て
お
り
、
森
林
の
有

す
る
保
水
機
能
の
消
失
や

自
然
生
態
系
へ
の
影
響
は

計
り
知
る
こ
と
が
で
き
な

い
。

 

３　

エ
ゾ
シ
カ
の
生 

 　

息
状
況
な
ど

北
海
道
で
は
、
エ
ゾ
シ
カ

を
適
正
に
管
理
す
る
た
め

に
、
毎
年
、
捕
獲
状
況
や
生

息
動
向
な
ど
を
把
握
し
、
そ

の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
狩
猟

規
制
の
緩
和
な
ど
に
よ
り
、

捕
獲
圧
の
調
整
を
図
っ
て
い

る
。こ

れ
ら
の
規
制
緩
和
な
ど

に
よ
っ
て
、
捕
獲
数
は
平
成

22
年
度
に
10
万
頭
を
超
え
、

平
成
25
年
度
に
は
、
狩
猟
で
約
４
万
６
０
０
０
頭
、

許
可
捕
獲
で
約
８
万
６
０
０
０
頭
の
合
計
約

13
万
２
０
０
０
頭
が
捕
獲
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
平
成

25
年
度
の
全
道
の
生
息
数
は
、
前
年
度
よ
り
も
約

３
万
頭
少
な
い
約
56
万
頭
と
推
定
し
て
い
る
（
図
３

参
照
）。

地
域
別
で
は
、
東
部
地
域
は
、
平
成
５
年
度
の
生

息
数
を
基
準
と
し
て
、
平
成
28
年
度
末
に
は
そ
の
半

数
ま
で
減
ら
す
こ
と
を
目
標
と
し
て
き
た
が
、
平
成

23
年
度
に
は
増
加
を
食
い
止
め
た
か
、
あ
る
い
は
減

少
に
転
じ
た
可
能
性
が
高
く
、
平
成
24
年
度
以
降
は

減
少
し
た
と
推
定
し
て
い
る
。

西
部
地
域
に
つ
い
て
は
、
平
成
12
年
度
か
ら
増
加

図１　エゾシカによる農林業被害金額の推移

図２　平成 25年度エゾシカによる農林業被害の内訳
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傾
向
を
示
し
て
い
た
が
、
平
成
22
年
度
に
は
、
増
加

が
鈍
化
し
、
平
成
24
年
度
に
は
増
加
を
食
い
止
め
た

か
、
あ
る
い
は
減
少
に
転
じ
た
可
能
性
が
あ
る
と
推

定
し
て
い
る
。

な
お
、
南
部
地
域
で
は
、
デ
ー
タ
不
足
の
た
め
、

現
時
点
で
は
、
生
息
数
の
推
定
は
で
き
な
い
が
、
農

林
業
被
害
や
捕
獲
数
な
ど
が
増
え
て
お
り
、
増
加
の

兆
候
が
う
か
が
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
の
効

果
が
徐
々
に
現
れ
つ
つ
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
依
然
と
し
て
多
く
の
エ
ゾ
シ
カ
が
生
息

し
て
お
り
、
効
率
的
に
生
息
数
を
減
ら
す
た

め
に
は
、
主
に
メ
ス
ジ
カ
を
捕
獲
す
る
た
め

の
狩
猟
規
制
や
個
体
数
調
整
、
捕
獲
の
許
可

基
準
の
緩
和
に
よ
り
、
捕
獲
圧
の
調
整
を
図

る
と
と
も
に
、
様
々
な
主
体
に
よ
る
捕
獲
事

業
の
促
進
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

 

４　

北
海
道
エ
ゾ
シ
カ
対
策
推
進
条 

 　

例
の
概
要

条
例
第
３
条
で
は
、
基
本
理
念
を
定
め
て

お
り
、
エ
ゾ
シ
カ
対
策
の
推
進
に
当
た
っ
て

は
、
エ
ゾ
シ
カ
の
生
息
状
況
、
エ
ゾ
シ
カ
に

よ
る
被
害
の
発
生
状
況
に
応
じ
た
実
効
性
の

あ
る
方
法
に
よ
る
こ
と
（
第
１
項
）、
生
物
の

多
様
性
に
及
ぼ
す
影
響
に
配
慮
す
る
こ
と（
第

２
項
）、
道
民
共
有
の
財
産
と
し
て
、
そ
の
価

値
を
最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と
（
第
３
項
）、

企
画
立
案
及
び
実
施
に
際
し
て
、
道
民
の
理

解
を
促
進
し
、
道
民
の
意
見
や
提
案
を
反
映

さ
せ
る
こ
と
（
第
４
項
）
と
し
て
い
る
。

こ
の
他
、
道
の
責
務
（
第
４
条
）
及
び
道
民
等
の

役
割
（
第
５
条
）
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

具
体
的
な
取
組
と
し
て
は
、
道
が
基
本
計
画
を
定

め
る
（
第
６
条
）
ほ
か
、
状
況
に
応
じ
た
個
体
数
の

管
理（
第
８
条
）、捕
獲
の
担
い
手
の
確
保（
第
10
条
）、

有
効
活
用
（
第
11
条
）
や
人
材
の
育
成
、
活
用
（
第

16
条
）
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
希
少
猛
禽
類
に
影

響
が
あ
る
鉛
弾
の
所
持
の
禁
止
（
第
18
条
）
も
定
め

て
い
る
。

５　

エ
ゾ
シ
カ
の
捕
獲
対
策

条
例
第
６
条
第
１
項
で
は
、「
知
事
は
、
エ
ゾ
シ

カ
対
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図
る
た
め

の
基
本
的
な
計
画
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

と
し
て
お
り
、
同
条
第
２
項
で
は
、
基
本
計
画
に
計

画
期
間
、
目
標
等
を
定
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

「
北
海
道
エ
ゾ
シ
カ
管
理
計
画
（
第
４
期
）（
平
成

24
年
度
～
平
成
28
年
度
）」
を
条
例
第
６
条
第
１
項

に
基
づ
く
基
本
計
画
と
位
置
付
け
て
い
る
。

目
標
に
つ
い
て
は
、
第
７
条
に
お
い
て
、「
エ
ゾ

シ
カ
の
個
体
数
の
管
理
に
係
る
も
の
を
達
成
す
る
た

め
、
エ
ゾ
シ
カ
の
捕
獲
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
地
域

及
び
そ
の
区
分
並
び
に
当
該
地
域
の
区
分
ご
と
及
び

年
度
ご
と
の
エ
ゾ
シ
カ
の
捕
獲
等
に
係
る
目
標
数
を

定
め
る
も
の
」
と
し
て
い
る
。

「
エ
ゾ
シ
カ
の
個
体
数
の
管
理
に
係
る
も
の
を
達

成
す
る
た
め
」
の
趣
旨
は
、
エ
ゾ
シ
カ
の
適
正
な
生

図３　エゾシカの推定生息数及び捕獲数の推移
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息
数
を
維
持
す
る
た
め
に
設
定
す
る
目
標
、つ
ま
り
、

個
体
数
指
数
な
ど
の
生
息
動
向
を
推
定
で
き
る
指
標

を
指
し
て
い
る
。

現
基
本
計
画
に
お
け
る
個
体
数
指
数
は
、
東
部
地

域
で
は
平
成
５
年
度
末
の
推
定
生
息
数
を
基
準
（
個

体
数
指
数
１
０
０
）
と
し
て
、
計
画
期
間
の
５
年
間

で
個
体
数
指
数
を
50
に
、
西
部
地
域
で
は
、
平
成
12

年
度
の
生
息
状
況
を
基
準
（
個
体
数
指
数
１
０
０
）

と
し
て
、
計
画
期
間
の
５
年
間
で
、
個
体
数
指
数
を

２
０
０
に
す
る
こ
と
を
目
標
（
値
）
と
し
て
い
る
。

「
措
置
を
講
ず
べ
き
地
域
」
は
、
現
基
本
計
画
に

お
い
て
、「
東
部
」・「
西
部
」・「
南
部
」
に
３
分
割

し
た
地
域
と
し
て
お
り
、「
そ
の
区
分
」
は
総
合
振

興
局
又
は
振
興
局
の
所
管
区
域
と
し
、「
捕
獲
に
係

る
目
標
数
」
は
、
狩
猟
に
係
る
目
標
数
と
許
可
捕
獲

に
係
る
目
標
数
と
に
区
分
し
て
定
め
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

ま
た
、
各
地
域
の
捕
獲
等
に
係
る
目
標
数
を
定
め

た
と
き
は
、
当
該
捕
獲
等
に
係
る
目
標
数
及
び
そ
の

基
本
的
な
考
え
方
を
エ
ゾ
シ
カ
捕
獲
推
進
プ
ラ
ン
と

し
て
公
表
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
（
条

例
施
行
規
則
第
３
条
第
２
項
）。

捕
獲
等
に
係
る
目
標
数
に
つ
い
て

は
、
狩
猟
者
の
自
由
意
思
に
よ
る
捕
獲

も
含
ま
れ
る
こ
と
や
、
降
雪
等
の
自
然

条
件
な
ど
に
よ
り
、
捕
獲
環
境
が
変
化

し
、
地
域
や
そ
の
年
度
に
よ
っ
て
は
、

捕
獲
数
が
減
少
す
る
可
能
性
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
各
振
興
局
、
市
町
村
に
対
し

て
義
務
付
け
す
る
も
の
で
は
な
く
、
道

及
び
市
町
村
、
関
係
団
体
等
が
連
携
し

て
、
適
正
な
個
体
数
管
理
に
向
け
目
指

す
目
標
と
し
て
い
る
。

な
お
、
平
成
25
年
度
の
捕
獲
等
に
係

る
目
標
数
14
万
２
６
０
０
頭
に
対
し
、

全
道
の
捕
獲
数
は
13
万
２
２
３
９
頭
で

１
万
３
６
１
頭
及
ば
な
い
結
果
と
な
っ

て
い
る
。

第
９
条
で
は
、
エ
ゾ
シ
カ
の
生
息
数
及
び
エ
ゾ
シ

カ
に
よ
る
農
林
業
に
係
る
被
害
が
著
し
く
増
加
し
、

緊
急
に
エ
ゾ
シ
カ
の
捕
獲
等
の
措
置
を
強
化
す
る
必

要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
緊
急
対
策
期
間
や
特

定
重
点
対
策
地
域
を
設
定
し
、
エ
ゾ
シ
カ
の
捕
獲
等

を
重
点
的
に
推
進
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。

北海道エゾシカ対策推進条例の概要
Ⅰ　総則
◆	目的（第1条関係）
　エゾシカ対策に関し、基本理念を定め、道の責務及び道民等の役割を明らかにするとともに、
道の施策の基本となる事項を定めることにより、エゾシカ対策を総合的かつ計画的に推進し、
人とエゾシカとの適切な関係を築き、地域社会の健全な発展に寄与すること

◆	基本理念（第２条関係）
（1）状況を適確に把握して、科学的知見に基づき、状況に応じた実効性のある対策を推進
（2）生物の多様性に及ぼす影響に配慮
（3）エゾシカは道民共有の財産であり、その価値を最大限に活用
（4）道民の理解を促進するとともに道民意見を反映
（5）地域の特性を考慮し課題に応じた持続的な取組を推進
◆	道の責務（第４条関係）
・エゾシカ対策の総合的かつ計画的な施策の策定・実施
・国、市町村、道民、事業者及び民間の団体との連携
・市町村との緊密な連携を図り、情報提供や技術的な助言その他必要な支援
◆	道民等の役割（第５条関係）
・道民、事業者等は道が実施する対策に協力

Ⅱ　基本計画（第６条、7条関係）
・対策を総合的かつ計画的に推進するための基本的な計画の策定、見直し、公表
・基本計画に掲げる目標の達成に向けた地域毎・年度毎の捕獲目標の策定

Ⅲ　エゾシカ対策に関する基本的施策
◆	状況に応じた個体数の管理（第８条関係）
・エゾシカの生息動向や被害の状況に応じた個体数管理を推進
・「狩猟」、「被害防止のための捕獲」の効果的な組み合わせと「計画的な捕獲」の推進
・銃器やわな等による効率的かつ効果的な捕獲手法の活用推進、一斉捕獲の推進
◆	緊急対策期間及び特定重点対策地域（第９条関係）
・生息数及び農林業被害の著しい増加時における捕獲等の重点的な推進
◆	捕獲等の担い手の確保（第10条関係）
・捕獲者の確保、被害防止や計画的な捕獲等の従事者の育成確保、道外狩猟者の活用措置
◆	有効活用の促進（第11条関係）
・関係機関と連携協力して食、観光、その他の分野で有効活用するため必要な措置
◆	被害防止対策の推進（第12条関係）
・被害状況、交通事故等の実態把握、関係者との連携協力による効果的な被害防止対策の実施
◆	調査研究の推進（第13条関係）
・生息状況等の把握、エゾシカの感染症に関する科学的な知見の集積
◆	事故及び法令違反の防止（第14条関係）
・関係機関と連携協力した事故や法令違反の防止措置
◆	捕獲等に係る個体の適正処理の促進（第15条関係）
・適正な処理が促進されるよう、指導、情報提供その他必要な措置
◆	人材の育成及び活用（第16条関係）
・地域で対策の企画立案や推進を行う人材の育成とその活用
◆	顕彰（第17条関係）
・エゾシカの対策に関する顕著な功績者への顕彰

Ⅳ　特定鉛弾の所持の禁止（第18条関係）
・エゾシカを捕獲する目的で鉛弾の所持を規制

Ⅴ　エゾシカ対策協議会（第19条関係）
・全道協議会・地域協議会の設置

Ⅵ・Ⅶ　雑則・罰則（第20条、21条、22条関係）
・財政上の措置、必要な罰則などを規定
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６　

捕
獲
の
担
い
手
の
確
保

条
例
第
10
条
で
は
、
捕
獲
等
の
担
い
手
の
確
保
の

重
要
性
に
つ
い
て
、
規
定
し
て
い
る
。

本
道
に
お
け
る
狩
猟
者
数
は
、
昭
和
53
年
の
約

２
万
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
、
か
つ
高
齢
化
が
進
ん

で
き
た
。
近
年
は
、
わ
な
猟
免
許
取
得
者
数
が
増
加

し
た
こ
と
か
ら
、
狩
猟
免
許
者
数
は
１
万
人
前
後
で

推
移
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
銃
器
に
よ
る
捕

獲
に
係
る
第
１
種
銃
猟
免
許
者
は
減
少
し
、
平
成
21

年
度
に
７
０
０
０
人
を
切
っ
た
が
、
以
降
は
横
ば
い

で
推
移
し
て
い
る
（
図
４
、
図
５
参
照
）。

エ
ゾ
シ
カ
の
保
護
管
理
に
お
け
る
個
体
数
管
理

は
、
狩
猟
者
の
協
力
な
し
に
は
、
成
立
し
な
い
実
態

に
あ
る
。
狩
猟
者
減
少
の
歯
止
め
と
な
る
取
組
を
は

じ
め
、
人
材
育
成
な
ど
保
護
管
理
の
担
い
手
を
確
保

す
る
た
め
の
方
策
に

つ
い
て
、
取
り
組
ん

で
い
く
必
要
が
あ

る
。道

で
は
、
狩
猟
者

の
減
少
に
対
応
す
る

た
め
、
受
験
回
数
の

増
加
や
休
日
に
お
け

る
開
催
、
農
閑
期
で

あ
る
冬
期
に
試
験
を

開
催
し
、
受
験
し
や

す
い
環
境
を
整
え
る

と
と
も
に
、
特
に
若

い
方
々
へ
の
狩
猟
へ

の
参
加
を
促
す
た
め

に
、
狩
猟
の
魅
力
を

伝
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
す
る
な
ど
狩

猟
者
の
確
保
に
努
め

て
い
る
。

７　

有
効
活
用

条
例
第
11
条
に
お
い
て
は
、「
エ
ゾ
シ
カ
が
有
す

る
多
面
的
な
価
値
を
有
効
活
用
す
る
た
め
に
必
要
な

措
置
を
講
ず
る
も
の
」
と
し
て
い
る
。

本
道
固
有
の
地
域
資
源
と
し
て
エ
ゾ
シ
カ
を
有
効

活
用
し
、
道
内
外
へ
食
肉
と
し
て
の
利
用
拡
大
を
図

る
と
と
も
に
、
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
や
皮
革
製
品
な
ど
食

用
以
外
へ
の
利
用
拡
大
並
び
に
教
育
資
源
及
び
観
光

資
源
と
し
て
の
活
用
を
推
進
し
、
地
域
に
お
け
る
多

様
な
産
業
活
動
の
振
興
に
も
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。

本
道
の
エ
ゾ
シ
カ
肉
の
処
理
施
設
数
は
平
成
25
年

度
で
、
90
施
設
、
食
肉
処
理
頭
数
は
約
２
万
１
０
０
０

頭
と
な
っ
て
い
る
。
全
道
の
捕
獲
数
が
13
万
２
０
０
０

頭
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
捕
獲
数
に
占
め
る
食
肉
処
理

頭
数
の
割
合
は
約
16
％
と
な
っ
て
い
る（
図
６
参
照
）。

食
肉
処
理
さ
れ
た
も
の
の
多
く
が
、
狩
猟
に
よ
る

も
の
（
平
成
25
年
度
４
万
６
０
０
０
頭
）
が
利
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
許
可
捕
獲
分
（
平

成
25
年
度
８
万
６
０
０
０
頭
）
の
有
効
活
用
を
図
る

こ
と
が
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。

図４　狩猟免許種類別所持者数

図５　狩猟免許新規取得者数
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と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
本
条
例
は
、
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
の

施
行
で
あ
る
が
、「
特
定
鉛
弾
の
所
持
の
禁
止
」
は

同
年
10
月
１
日
か
ら
の
施
行
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
そ
の
徹
底
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

北
海
道
警
察
本
部
、
一
般
社
団
法
人
北
海
道
猟
友
会

と
連
携
し
、
釧
路
総
合
振
興
局
管
内
に
お
い
て
、
特

別
検
問
を
実
施
し
、特
定
鉛
弾
の
所
持
状
況
や
所
持
・

使
用
目
的
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
特
定
鉛
弾
の
規

制
に
関
す
る
啓
発
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

９　

お
わ
り
に

道
で
は
、
今
後
、
こ
の
条
例
に
基
づ
き
、
国
、
市

町
村
や
関
係
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
様
々
な
対
策

を
推
進
す
る
こ
と
で
、
早
期
に
適
正
な
生
息
水
準
ま

で
減
少
さ
せ
、
農
林
業
被
害
や
生
物
多
様
性
へ
の
影

響
な
ど
の
軽
減
を
図
り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
、
道
民

と
エ
ゾ
シ
カ
が
共
存
・
共
生
で
き
る
社
会
の
実
現
を

目
指
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

図６　北海道における食肉処理量の推移

８　

鉛
弾
の
規
制

条
例
第
18
条
で
は
、
エ
ゾ
シ
カ
の
捕
獲
等
を

す
る
目
的
で
、
特
定
鉛
弾
を
所
持
し
て
は
な
ら

な
い
旨
を
定
め
た
。

北
海
道
で
は
、
平
成
９
年
頃
か
ら
オ
オ
ワ
シ

や
オ
ジ
ロ
ワ
シ
が
鉛
中
毒
が
原
因
で
死
亡
す
る

事
案
が
発
生
し
、
そ
の
原
因
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、

エ
ゾ
シ
カ
の
死
体
に
残
っ
た
鉛
ラ
イ
フ
ル
弾
の

弾
片
を
ワ
シ
が
肉
片
と
と
も
に
飲
み
込
ん
だ
た

め
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

北
海
道
で
は
、
希
少
猛
禽
類
の
鉛
中
毒
を
防

止
す
る
観
点
か
ら
、
鳥
獣
保
護
管
理
法
に
基
づ

き
、
平
成
12
年
11
月
か
ら
北
海
道
一
円
で
の
エ

ゾ
シ
カ
捕
獲
の
た
め
の
鉛
ラ
イ
フ
ル
弾
の
使
用

を
、
ま
た
、
平
成
13
年
11
月
か
ら
は
鉛
散
弾
の

使
用
を
禁
止
し
た
ほ
か
、
さ
ら
に
、
平
成
16
年

10
月
か
ら
は
、
ヒ
グ
マ
を
含
め
た
大
型
獣
捕
獲

用
の
鉛
弾
を
使
用
す
る
鳥
獣
の
捕
獲
を
禁
止
す

る
措
置
を
と
っ
て
き
た
が
、
そ
の
後
に
お
い
て

も
、
希
少
猛
禽
類
の
鉛
中
毒
が
報
告
さ
れ
て
お

り
、
シ
カ
猟
等
へ
の
鉛
弾
使
用
が
継
続
さ
れ
て
い
る

可
能
性
が
考
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
度
制
定
し

た
条
例
に
お
い
て
、
平
成
16
年
に
使
用
禁
止
に
し
た

鉛
弾
と
同
様
の
鉛
弾
を
「
特
定
鉛
弾
」
と
し
、「
特

定
鉛
弾
の
所
持
の
禁
止
」及
び
そ
の
違
反
者
へ
の「
罰

則
」
に
つ
い
て
規
定
し
、
監
視
・
指
導
に
努
め
る
こ


